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一
〇
） 

答

弁

第

一

〇

号 

   

衆
議
院
議
員
松
平
忠
久
君
提
出
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
並
び
に
永
代
信
用
組
合
の
不
正
事
件
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
三
四
第
一
〇
号 

昭
和
三
十
五
年
六
月
三
日 

衆

議

院

議
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内
閣
総
理
大
臣 
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信 

介 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
松
平
忠
久
君
提
出
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
並
び
に
永
代
信
用
組
合
の
不
正
事
件 

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

東
京
都
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
五
年
一
月
十
一
日
永
代
信
用
組
合
を
検
査
し
た
結
果
、
興
国
農

機
株
式
会
社
に
対
し
て
純
債
二
億
五
千
万
円
内
外
の
貸
出
し
が
あ
り
、
ま
た
同
信
用
組
合
長
山
屋
八
万
雄
氏
が

同
会
社
の
取
締
役
会
長
に
就
任
し
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
貸
出
し
は
、
同
組
合
の
業
務
方
法
書
に

定
め
る
一
組
合
員
に
対
す
る
貸
出
限
度
を
超
過
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
東
京
都
に
お
い
て
は
示
達
書
等
に
よ

り
減
額
、
回
収
方
を
指
示
し
、
そ
の
履
行
状
況
を
監
視
中
で
あ
る
。 

二 

昭
和
三
十
二
年
八
月
三
十
一
日
に
お
け
る
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
永
代
信
用
組
合
に
対
す
る
貸
出
金

が
同
連
合
会
の
業
務
方
法
書
に
定
め
ら
れ
た
一
会
員
に
対
す
る
貸
出
限
度
額
を
超
過
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

ま
た
、
月
末
に
お
い
て
一
時
的
な
回
収
が
行
な
わ
れ
た
事
例
も
認
め
ら
れ
る
。 



四 

昭
和
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お
い
て
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
永
代
信
用
組
合
に
対
す
る
貸

出
金
額
と
同
組
合
の
同
連
合
会
か
ら
の
借
入
金
額
と
は
、
両
者
の
帳
簿
上
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
東
京
都
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
こ
の
差
額
は
同
組
合
の
帳
簿
上
た
と
え
ば
別
段
預
金
等
他
の
勘
定
科
目
に

よ
つ
て
処
理
さ
れ
て
い
た
。 

三 
東
京
都
の
永
代
信
用
組
合
に
対
す
る
検
査(

昭
和
三
十
五
年
一
月
十
一
日
現
在)

並
び
に
大
蔵
省
の
全
国
信
用

協
同
組
合
連
合
会
に
対
す
る
検
査(

昭
和
三
十
五
年
四
月
十
二
日
現
在)

の
い
ず
れ
の
時
点
に
お
い
て
も
、
同
組

合
の
同
連
合
会
に
対
す
る
預
け
金
の
残
高
と
同
連
合
会
の
同
組
合
か
ら
の
預
り
金
の
残
高
と
は
一
致
し
て
お
り

不
符
合
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。 

ま
た
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
が
永
代
信
用
組
合
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
預
金
の
一
部
を
担
保
と
し
て
手

形
の
再
割
引
を
行
な
つ
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
検
査
時
点
に
お
い
て
は
山
屋
氏
個
人
の
割
引
に
か
か

る
手
形
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。 

四 

 



五 
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
が
通
常
の
利
息
以
外
に
拡
充
費
の
名
目
で
利
息
の
支
払
い
を
行
な
つ
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。 

六 

前
記
山
屋
八
万
雄
理
事
長
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
十
三
日
佐
々
木
正
泰
弁
護
士
よ
り
東
京
地
方

検
察
庁
に
、
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
よ
り
金
員
を
騙
取
し
た
事
実
が
あ
る
と
し
て
詐
欺
罪
を
も
つ
て
告
発

が
な
さ
れ
、
同
検
察
庁
に
お
い
て
捜
査
の
上
、
同
三
十
四
年
三
月
七
日
告
発
事
実
を
証
明
す
る
に
足
る
証
拠
が

な
い
の
で
不
起
訴
処
分
を
な
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
右
告
発
事
実
中
に
は
、
主
意
書
三
掲
記
の
事
実
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。 

昭
和
三
十
五
年
一
月
十
一
日
東
京
都
が
永
代
信
用
組
合
を
検
査
し
た
際
に
同
組
合
が
全
国
信
用
協
同
組
合
連

合
会
か
ら
受
け
取
つ
た
拡
充
費
の
金
額
と
同
連
合
会
か
ら
同
組
合
に
支
払
つ
た
拡
充
費
の
金
額
と
を
照
合
し
た

結
果
で
は
そ
の
金
額
に
不
符
合
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。 

な
お
、
右
告
発
は
同
三
十
四
年
二
月
二
十
五
日
取
消
さ
れ
て
い
る
。 

五 

 



 

六 

右
答
弁
す
る
。 




